


















































































































かれた『Border Crossing』は 1992年の出版であった。しかし、ジルーの『Ideology Culture & 

















バッキンガムはデジタル資本主義批判を土台とした『The Media Education Manifesto』を出版
した。近年のバッキンガムはメディア批判を強調する。もちろんここでいうメディアとは、単な
るマスメディアではなく、ソーシャル・メディアおよびそのプラットホームを含んでいる。結果
として、バッキンガムとマスターマンや批判的教育学の潮流との距離はますます小さくなりつつ
あるように思える。しかし、このような議論をする際にも、イギリスのカルチュラール・スタデ
ィーズとメディア教育およびメディア・リテラシー研究の源流を確認することは極めて重要であ
り、本研究書はその道標となるだろう。メディア・リテラシー研究にとって、カルチュラル・ス
タディーズは決して過去の学問ではない。今日のメディア・リテラシー研究にとっても絶えず参
照されるべき学問なのである。そのためにも、日本のメディア・リテラシー研究者だけではな
く、学習者にとってもぜひ読んでいただきたい一冊である。
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